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写真：年男の井手口 天晴 さん
　　　新しい年へ向け、力強く一歩を踏み出す。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
行
政
の
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
盛
り
上

が
り
や
史
上
初
の
女
性
総
理
の
誕

生
な
ど
新
し
い
時
代
に
向
け
て
大

き
な
動
き
の
あ
っ
た
年
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

新
た
な
る
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
を
見
据
え
、

町
の
目
指
す
将
来
像
と
し
て
「
若

者
や
女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」「
全

て
の
町
民
が
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ

感
を
持
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま

ち
」
を
掲
げ
た
「
第
３
次
天
城
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
昨
年
３
月
に
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
総
合
戦
略
に
基

づ
き
、
さ
ら
な
る
地
方
創
生
の
推

進
や
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
日
頃
の
生
活
に
目
を

向
け
ま
す
と
長
引
く
物
価
高
騰
に

よ
り
、
家
計
へ
の
圧
迫
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
こ
の
１
月
中
に
も
、
国
の
「
物

価
高
騰
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
を
活
用
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
実
効
性
の
あ
る
町
民

生
活
へ
の
支
援
お
よ
び
物
価
高
対

策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
に
は
、
こ
れ

ま
で
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
「
あ
ま
ぎ
自
然
と
伝
統
文
化
体

験
館
」
が
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
と

な
り
ま
す
。
併
設
さ
れ
る
農
産
物

直
売
所
を
含
め
、
本
町
の
観
光
振

興
拠
点
と
し
て
の
役
割
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
隣
接
す
る
「
総
合
運

動
公
園
」
や
「
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
」「
天
城
町
水
産
業
振
興
拠
点

施
設
う
お
っ
ち
ょ
」「
山
猪
工
房
あ

ま
ぎ
」
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
施

設
を
有
機
的
に
連
動
さ
せ
、
本
町

の
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て
の
発

展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
る
新
た
な

出
会
い
を
通
じ
て
、
若
い
世
代
か

ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
町
民
が
Ｗ

ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
感
を
持
ち
、
前

向
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
多
く
生
ま

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

町
民
の
心
は
一
つ
。“
て
ぃ
ー

ち
”
に
し
て
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
！

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
方
の
一

層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

謹
賀
新
年　

令
和
８
年　

元
旦

　
　
　

天
城
町
長　

森
田　

弘
光

天城町長
森田　弘光

あまぎ自然と自然と伝統文化体験館　外観

新
年
あ
い
さ
つ

令
和
八
年
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　11月16日から26日までの約11日間にわたり、今年で2回目とな

る中学生海外派遣事業を実施しました。本町各中学生から選抜

された4名の生徒たちが参加し、研修期間中、感じたこと、思っ

たことなどの感想をいただきました。

◇重原　清春（西阿木名中学校３年）
　今回の海外派遣事業で私は農業について調べに行きま

した。初めはどういう風にまとめようか迷っていました

が無事に農作物の育てかたとして、まとめることができ

て良かったです。また、学校などと交流することができ自分自身の成長にも繋がるなと思いま

した。だから天城町の後輩達も行ってみた方がいいと思うので来年ぜひ応募してください。

◇梅澤　詩江（西阿木名中学校2年
　私は今回の海外派遣事業に参加し、多くのことを学び、精一杯頑張りました。 アメリカで

一番努力したことは、自分から積極的に多くの方々とコミュニケーションを取ったことです。

派遣のテーマが「マナーの違い」だったこともあり、街で出会ったさまざまな人に声をかけ、

会話を重ねました。アメリカに来たばかりの頃は、話しかけるまでにとても時間がかかりまし

た。しかし、あきらめずに積極的に話しかけ続けたことで、リスニング力が向上し、完璧では

ないものの会話ができるようになりました。その経験は大きな学びとなり、自信にもつながり

ました。会話が通じたときの嬉しさや楽しさは忘れられません。これからも、もっと細かい会話ができるよう、英

語の勉強を続けていきたいと思います。

◇峰岡　朋輝（北中学校2年）
　僕がこの研修のテーマにしてきたことはアメリカの教育です。僕はアメリカの飛び級制度に

ついて学習してきました。そのなかでも特に心に残っているお話は「高校生はだいたいの人が飛

び級している」というお話です。逆に、小中学生で飛び級をしているひとは滅多にいないそうで

す。また、アメリカの文化も体験することができたので良かったと思います。

～引率者(竹村 美穂さん)から～
　中学生4人をサポートしながら、海外で成長していく姿に本当に刺激をもらいま

した。彼らの語学を学びたいという挑戦を近くで見たことで、子ども達が親元を

離れて体験するという経験の重要性も学べました。私自身も地域通訳案内士や英

語の勉強への意欲がさらに高まりました。学びと感動が詰まった貴重な時間でし

た。更に今回は稀な雨や寒さによる体調管理なども現職の医療従事者として少し

でも彼らにサポートできたのかなと感じ中学生の保護者の疑似体験も出来た気が

して自分自身の人間性も学べた旅にも感じました。とても貴重な経験をさせてい

ただき本当にありがとうございました。経験を通して自分の学びたい意欲がとて

もとても沸いていることに嬉しく思います。

研修の報告を、2月15日(日)「生涯学習講座 閉講式」にてさせていただきます。

◇太田　ななみ（西阿木名中学校２年）
　初めてのアメリカ、周りは全て英語、元々私はあまり英語が上手いほうではなく、この英

語ばかりの環境に少し怖がっていました。去年、私はまちなか留学という沖縄で海外の方の家

にホームステイする、というプログラムに参加しました。その時の私は正直言うとかなり英語

が上手くなく、それに積極性もあまり無かったと思っています。頑張ればもっと喋れたかもし

れない、そんな少しの後悔があり、私はこの海外派遣で、とにかくたくさん人とコミュニケー

ションを取ろう！という目標を作りました。初日、アイスを注文しようとしましたが店員さん

の英語があまり聞き取れませんでした。最終的に注文はできたものの、やはり難しいものでした。しかし、2～3回

もすれば注文のテンプレートが理解でき、また数日後には、Have a good day!などが言えるようになりました！こ

の海外派遣で、私は英語で喋る、会話することの楽しさを知りました！一生懸命話したことが伝わった時の体験、

早くても大体のことが理解できるようになったこと、ホストファミリーとも映画鑑賞やカードゲームをしたこと、

知らない人にブレスユー！と言えたこと、初対面でも話しかけることができたり、何度も質問をしたり、海外の友

達を作れたり！そのような経験が全てとてもいい経験であり、私は今、英語で人と会話することが大好きです！こ

のような素晴らしい体験ができて本当に良かったな、と思っています！この海外派遣に関わったいろいろな人々へ

の感謝とともに、英語を好きになれた気持ちをずっと忘れないようにします！
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　令和７年は、本町にとって人と地域の歩みを改めて見つめ直す一年となりました。戦後 80 年という
節目を迎え、追悼式や平和学習を通して、過去を学び未来へつなぐ思いを共有しました。また、あまぎ
祭をはじめとする地域行事や、文化・スポーツ活動での活躍、産業振興、福祉や防災の取り組みなど町
内各地でさまざまな出来事がありました。そこで、昨年１年間の天城町で起きた主な出来事や話題の中
から、役場職員による「令和７年を振り返る天城町 10 大ニュース」投票を実施し、10 大ニュースを選
出しましたのでランキング形式でご紹介します。

令和７年を振り返る

徳之島選抜 離島甲子園
（中学生野球大会）準優勝！（８月）

徳之島高校野球部
20 年ぶりのベスト４！（１０月）

天城町の医療を守り続けた「医療法人 
天城診療所」45 年の歴史に幕（４月）

パリ五輪男子レスリング金メダリスト　
文田 健一郎選手 スポーツ講演会（７月）

　離島甲子園で徳之島選抜が奄美勢初の決勝進出を果
たし、惜しくも「宮古島アララガマボーイズ」に 0 対
1 で敗れましたが見事準優勝。本町からも 4 名の選手
( 安楽 飛真・前田 幸大・芝田 侑生・中西 恵大）が出
場しました。

　第 157 回九州地区高校野球大会鹿児島県予選で、徳
之島高校野球部が 20 年ぶりにベスト 4 へ進出しまし
た。天城町出身の選手（竹下 遼・太村 琉之介・上岡 倖大）
も試合で健闘し、「離島から甲子園」を合言葉に最後ま
で全力で戦いました。

　昭和 55 年 7 月 1 日の開院以来、45 年わたり天城
町の地域医療を支えてこられた医療法人天城診療所が
閉院しました。長年の功績をたたえ、芝田 茂文院長へ
森田町長から感謝状が贈られました。

　防災センターでパリ五輪レスリング金メダリスト・
文田 健一郎選手のスポーツ講演会が開かれました。町
民や子どもたち約 190 人に向け、「本気でやることの
大切さ」を熱く語り、講演後は金・銀メダルを披露し
ました。

1位

2位

4位

3位
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峰岡歩嬉さん民謡民舞全国大会成青年部
優勝 (10 月 )

徳之島松原塾開設記念 ﾌｧﾋﾞｭﾗｽ ･ ﾚﾋﾞｭｰ ･ ﾎﾞｰｲｽﾞ
in 徳之島 開催！！（５月）

公共ライドシェア実証運行（10 月）

Ｂ＆Ｇ海洋センタープールがリニューアル！！
（4 月）

特攻隊ミュージカル「流れる雲よ」(10 月 )

チーム天城 8 回目の天城合宿　すぱーく天城修
繕・ウエイト器具寄贈　近藤健介選手へ感謝状
贈呈（1 月）

　10 月 2 日から 4 日に東京で開かれた民謡民舞全国
大会で、峰岡 歩嬉さんが成青年部で日本一に輝きまし
た。2022 年の中学生日本一に続く快挙で、「将来は”
唄える医師”として地元に貢献したい」と語っていま
した。

　5 月 24・25 日、防災センターで「ファビュラス・レビュー・
ボーイズ」が開催されました。華やかな歌とダンスに観客から歓
声が上がり、徳之島松原塾の文化活動第一弾として会場を魅了し
ました。

　11 月 1 日から 12 月 27 日の約 2 ヶ月にわたり、運転手不
足や高齢者の買い物困難の解消を目指し、公共ライドシェアの実
証運行がありました。

　老朽化に伴う改修工事が完了し、天城町Ｂ＆Ｇ海洋センター
プールがリニューアルオープンしました。温水化や断熱屋根
の整備により通年利用が可能となり、より安全で快適な施設
環境が整いました。

　9 月 13・14 日、防災センターで、スマートリバー主催・本
町共催のミュージカル「流れる雲よ」が上演されました。伊仙
町出身の特攻隊員・樺島 資彦氏がモデルとなっており、池田 恵
理さんら俳優陣の熱演に観客から大きな拍手が送られました。

　福岡ソフトバンクホークスの近藤健介選手が、本町運動公園で 8
回目となる自主トレを実施。一昨年に、すぱーく天城の人工芝張り替
えとトレーニング機器の寄贈があり、本町から感謝状と特産品が送ら
れました。今年も本町で合宿を行う予定です。

5位

7位

6位

8位

10位

9位
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町民の動き・町政の動き・まちのアイドル等は次回の通常号にて掲載をいたします。次号(1月号)の配布は２月を予定
しております。

0

th

20267.5SUN
AM8：00
START
ヨナマビーチ

AM8：00
START
ヨナマビーチ39th

TRIATHLON
IN TOKUNOSHIMA

Swim2km
Bike75km

20kmRun

Bike
Swim

Run

Swim2km
Bike75km

20kmRun

Bike
Swim

Run

お問い
合わせ

https://www.town.amagi.lg.jp/kanko/triathlon/

お問い
合わせ

https://www.town.amagi.lg.jp/kanko/triathlon/鉄人達の島
エントリー
受付締切日 20263.31TUE

ありが
とう！！


